
解

答

一

（
一
）

①

日
々
の
生
活

②

ど
う
す
れ
ば

／

自
分
の
何
を

（
二
）

１

（
わ
れ
に
）
か
え
る

２

（
思
案
に
）
く
れ
る

（
三
）

私
の
方
も
疲
れ
た
よ
。

（
四
）

①

三
歳
の
子
の
よ
う
に
無
邪
気
に
母
に
あ
ま
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
自
分
に
気
づ
き
、
成
長
す
る
こ
と
に
残
酷
さ
を
感

じ
た
と
い
う
気
持
ち
。

②

短
歌
は
日
常
の
生
活
の
中
で
、
心
が
揺
れ
た
瞬
間
を
切
り
取
る
も
の
で
あ
り
、
感
想
を
言
い
合
う
こ
と
で
自
分
の
心

の
芯
に
触
れ
る
、
心
の
戦
い
だ
と
実
感
し
た
か
ら
。

（
五
）

は
っ
き
り
と
言
い
切
る
様
子
。

（
六
）

○あ

き
れ
い
に

○い

や
わ
ら
か
く

○う

す
な
お
に

（
七
）

ち
ゃ
ん
と
し
た

（
八
）

「
そ
う
な
ん
だ

（
九
）

１

オ

２

イ

３

カ

（
十
）

今
の
自
分

（
十
一
）

○Ａ

短
歌

○Ｂ

事
故

（
十
二
）

ア

２

イ

１

ウ

３

（
十
三
）

Ｃ

傷
つ
け
る

Ｄ

い
や
す

（
十
四
）

こ
の
連
歌
に
は
、
下
の
句
を
詠
む
綾
美
に
対
す
る
「
私
」
の
信
頼
と
、
「
私
」
の
言
葉
に
応
え
よ
う
と
す
る
綾
美
の
誠
実
さ

が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
短
歌
と
は
、
言
葉
に
よ
っ
て
自
分
の
心
の
芯
を
認
識
し
、
自
分
の
気
持
ち
を
相
手
に
届
け
る
も
の

で
あ
る
。

（
十
五
）

①

操
作

②

登
録

③

縮
ま
ら
な
い

④

計
略

解

説

一

（
三
）

Ｂ

の
前
後
に
は
、
綾
美
の
こ
と
を
気
づ
か
い
、
「
う
た
部
」
の
こ
と
を
話
す
私
の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
家
の
こ
と
も

綾
美
の
こ
と
も
全
部
切
り
離
し
て
、
こ
の
ま
ま
消
え
ち
ゃ
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
疲
れ
て
る
か
ら
無
理
か
も
」

と
い
う
言
葉
に
対
し
、
「
私
の
方
も
疲
れ
た
よ
。」
等
の
言
葉
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
十
）

Ｈ

の
前
後
に
着
目
し
て
考
え
ま
す
。
負
け
る
こ
と
で
わ
か
る
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
行
き
た
い
場
所
を
目
指
す
た
め
に

知
る
べ
き
こ
と
を
表
す
内
容
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
、
「
今
の
自
分
」
、「
今
い
る
場
所
」
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
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